
．
‐
守
嘩
冊
抵
騒
‐

陛
届
”
津
許
．

鰯

●田中徳喜さん兵庫県文化賞受賞を祝う会
１２月６日( 金) 、私学会館において田中徳喜さんの兵庫

県文化賞受賞を祝う会が開かれた。戦後以来、抽象絵画
を中心にして独自の世界を築き、又神戸市への貢献も多
大な田中さん。今後の活躍がますます期待される。

１
１２８
１

常競鐸笥蟻

●中原武志さん出版記念パーティー開催
１１月９日( 土) 、サントノーレにおいて中原武志さんの
出版記念パーティーが開かれた。「教育の原点をもとめ
て」と題された著書には、神戸暁星学園での様々な出来
事が記されている｡ 出版を祝い多くの知人友人が集った。

謹騨謬瀞

蕊
鱗
織
癖
職
織

埋由蝿一通
贈鍵購読醗鰯患篭

亜ユ

霧: 鱗鱗 【
○
国
画
目
○
国
○
の
●
【
○
ｍ
国
目
○
四
○
の
●
病
○
国
両
目
○
国
○
の
●
【
○
ｍ
画
目
○
四
○
の

､
４，隙１

瀞
.:塁麺

の
蝿戦

溌
蕊
蕊

蕊鍋
l穐砥｡ご“

瀞霞瀞驚蕊蕊蕊瀞f 韓Ｉ輔 弔悩

皇国姓躍

騨蕊馨翻
稚榊

；

総
鍔

⑤神戸・姫路日経懇話会' 9 1 年度パーティ開く
日本経済新聞神戸支局( 富井敬之支局長) が主催する、

神戸。姫路の日経懇話会が、年に１度の合同パーティを
1 1 月８日、オリエンタルホテルで開催。新井明日経社長
と､ 牧神戸商工会議所会頭が就任ホヤホヤの顔を見せた。

●“合わせて百八十歳を祝う集い”開かれる
１１月2 6 日( 火) 、神戸国際会館において“嶋田勝次さん
と長尾和さんと増田正和さんの合わせて百八十歳を祝う
集い”が開かれた。３人共お酒が好きで呑み友だち。会
もざっくばらんなアットホームな雰囲気となった。
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鴬

凸

蕊蕊愚蕊砺繍繍驚織鵬灘蕊蕊識鍵灘蕊繍’癖蕊

１
１２９
１

の
○
国
○
隅
幽
四
○
閏
●
の
○
国
○
畠
四
四
○
】
●
の
○
国
○
闇
四
四
○
轡
●
一
の
○
国
○
日
“
四
○
】

●叶健治" 赤ちゃんはみんな天才になれる〃' ' 出版記念会
昭和6 0 年より、大脳生理学に基づいた新しい胎教と育
児を提唱して乳幼児教育I ~ 神戸アカデミー」を設立。そ
の研究と実践の成果をまとめ､ 出版にこぎつけ､ 1 1 月2 8 日
(木) 6時(夜)～8時迄､六甲荘で先輩友人1 5 0人が集った。

③須磨琴保存会の神戸市文化賞受賞祝賀会開く
１１月2 9 日( 金) 午後６時3 0 分より、新神戸オリエンタル
1 0 Ｆ真珠の問で開かれ、約2 0 0 名が集った。東京公演、
博物館邦楽サロンの公演も終え、小池義人会長、小池美
代子、三浦照子等を囲みなごやかな祝宴だった。

●ＢＲＯＫＥＮ（暴君）ロミオとジュリエット記者会見
１１月９日（土) 、大阪ホテルグランドにおいて' 9 2 年
１月１日～７日新神戸オリエンタル劇場で上演される
“B R O K E N ロミオとジュリエット”の記者会見が行な
われた。

●夢いっぱい“子どもの主張”大会行われる
１１月３日（日）、中央区栄町のＷＡＤＡホールで神戸
英研知能教室主催による「子どもの主張」大会が行われ
た｡ ２才～９才までの4 7 名の子ども達の発表は夢があり、
純粋な気持ちに大人達は大きな拍手を送った。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



』

こ
こ
数
年
来
、
企
業
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
に
つ
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
や
特
集
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
」
と
は
ア
メ
リ
カ
で
浸
透
し
て
い

る
概
念
で
「
慈
善
・
博
愛
」
と
訳
さ
れ
、
単
に
企
業
の
寄

付
行
為
だ
け
で
な
く
、
社
会
問
題
の
解
決
に
も
取
り
く
む

積
極
的
で
よ
り
幅
広
い
公
益
的
活
動
を
意
味
し
、
フ
ラ
ン

ス
語
で
企
業
や
個
人
の
文
化
活
動
を
意
味
す
る
「
メ
セ
ナ
」

も
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
Ｉ
活
動
の
一
分
野
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
簡
単
に
言
う
と
「
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
」
の

意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

今
回
と
次
回
の
二
回
に
わ
た
っ
て
こ
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ

ピ
ー
に
つ
い
て
の
動
き
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

昨
年
の
九
月
に
兵
庫
県
公
館
に
於
い
て
「
企
業
と
地
域

の
〃
共
生
〃
ｌ
企
業
の
地
域
貢
献
活
動
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
た
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
㈱
副
社
長
の

宮
原
明
氏
が
「
人
と
企
業
の
新
し
い
視
点
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
基
調
講
演
を
行
な
い
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
オ
ム
ロ
ン
㈱
広
報
室
長
の
土
屋
則
男
氏
、
生
活
協
同

組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
理
事
長
の
高
村
勤
氏
、
㈱
ヤ
ク
ル

ト
本
社
広
報
室
次
長
の
池
神
利
勝
氏
、
神
戸
青
年
会
議
所

理
事
長
の
福
井
有
氏
、
そ
し
て
生
活
評
論
家
の
三
輪
昌

子
さ
ん
の
五
人
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
は
昨
年
七
月
か
ら
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ

ー
ビ
ス
制
度
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
休
暇
・

休
職
制
度
を
い
ち
早
く
導
入
し
た
が
、
こ
れ
は
長
期
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
社
員
に
半
年
か
ら
最
長
二
年
ま
で

の
長
期
休
職
を
認
め
、
そ
の
期
間
の
給
与
は
支
払
わ
れ
、

期
間
が
終
れ
ば
元
の
職
場
に
復
帰
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
に

鯉
才
か
ら
砲
才
ま
で
の
男
女
４
人
が
利
用
し
、
お
年
寄
り

や
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
介
謹
な
ど
を
し
た
。

宮
原
氏
は
「
ア
メ
リ
カ
の
企
業
の
社
会
貢
献
に
は
慈
善

と
い
う
考
え
方
は
な
く
、
投
資
だ
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま

り
社
会
が
よ
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
も
国
も
栄
え
る

の
だ
か
ら
社
会
貢
献
活
動
を
将
来
へ
の
投
資
だ
と
考
え
る

わ
け
で
す
。
金
を
寄
付
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
が
社
会
へ

出
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

１
１３０
１

企
業
に
も
で
き
る
こ
ん
な
福
祉
活
動
（
上
）

霧

識薄Ｌ－ノ; 瀞

§･壕
虹
．

漣
霧
等

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
里
甘
且

橋
本
明
く
鑑
歎
蕊
蕊
〉蕊

神
戸
を

福
祉
の
街

一
一

ｂ
Ｊ
Ｊ
ｌ
ｍ
ｖ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



福井有氏
Ｘ精:斡淵Ｐ９
＋罵則男氏

は
会
社
が
中
心
と
な
っ
て
や
る
の
で
は
な
く
、
社
員
が
自

主
的
に
活
動
す
る
の
を
会
社
が
支
援
す
る
の
で
す
」
と
フ

ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
の
基
本
的
な
考
え
方
を
報
告
し
た
。

オ
ム
ロ
ン
㈱
は
旧
社
名
が
立
石
電
機
だ
っ
た
昭
和
弘
年

に
社
会
へ
の
貢
献
を
う
た
っ
た
企
業
理
念
を
社
憲
と
し
て

制
定
し
、
企
業
の
公
器
性
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
打
ち
出

し
て
実
践
活
動
を
続
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
昭
和
“
年
に

別
府
市
に
身
体
障
害
者
の
福
祉
工
場
「
オ
ム
ロ
ン
太
陽
㈱

を
設
立
し
、
昭
和
創
年
に
は
京
都
市
に
「
オ
ム
ロ
ン
京
都

太
陽
㈱
を
設
立
。
ま
た
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
や
全

国
車
い
す
駅
伝
競
争
大
会
な
ど
を
継
続
し
て
援
助
し
て
い

る
。
平
成
元
年
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
表
彰
制
度
」
を
設

け
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
者
を
表
彰
し
て
い
る
。
昨
年
は

社
会
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
専
門
部
署
と
し
て
「
企
業
市

民
室
」
を
設
置
し
た
り
、
「
企
業
市
民
憲
章
」
を
制
定
し

た
り
、
積
極
的
な
意
気
ご
み
で
取
り
く
ん
で
い
る
。

㈱
ヤ
ク
ル
ト
は
ヤ
ク
ル
ト
お
ば
さ
ん
（
最
近
で
は
ヤ
ク

ル
ト
レ
デ
ィ
と
呼
ん
で
い
る
）
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

人
た
ち
に
よ
る
「
愛
の
訪
問
活
動
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
毎
日
ヤ
ク
ル
ト
を
届
け
る
時
に
独
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
に
一
声
か
け
て
そ
の
安
否
を
確
認
す
る
訪
問

三輪皿子氏

謡
：
曹
騨
羅
蝿
響
議
品

活
動
で
あ
る
。
そ
の
地
域
の
ヤ
ク
ル
ト
販
売
会
社
と
自
治

体
が
契
約
し
、
自
治
体
が
商
品
代
金
を
負
担
し
て
ヤ
ク
ル

ト
レ
デ
ィ
が
商
品
を
お
年
寄
り
に
届
け
、
異
常
が
あ
れ
ば

民
生
委
員
に
連
絡
を
と
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
平

成
二
年
六
月
の
時
点
で
は
全
国
四
五
四
の
自
治
体
と
契
約

し
、
二
、
三
八
七
人
の
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
が
約
九
万
人

の
お
年
寄
り
を
対
象
に
活
動
し
て
お
り
、
兵
庫
県
で
は
昭

和
鯛
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
釦
才
以
上
の
独
り
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
一
一
、
九
七
二
人
を
対
象
に
一
、
七
三

二
人
の
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
が
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
る
。

㈱
ヤ
ク
ル
ト
の
場
合
は
事
業
そ
の
も
の
を
福
祉
活
動
に

結
び
つ
け
た
い
い
例
で
あ
る
。
（
次
号
へ
続
く
）

，
錬
斗
農
浮
鳶
・
§
‐
河
鹿
ｑ

: 舞澄綴蕊霊

憾置

高村勤氏 宮原明氏

罷
謬
蝿
講
鍵

蕊
瑚
驚
．
．
・
稲
．
；
蝉
騨
麗

憧駕

鴬

会場にはたくさんの人がつめかけ関心の高さを示していた。

；
噛鞘糸

池神利勝氏

蕊

糠
▼
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雅ただようくつろぎの館

､拳･銭端豊富
ＴＥＬ(078)904毒0781

欽山は典雅な

TEL(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７= 1 1 5

▲

卓

「
お
ん
な
は
度
胸
」

有
馬
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

有
馬
で
は
、
玉
子
と
玲
子
が
清
太
郎
に

招
待
さ
れ
て
〃
は
な
む
ら
″
に
着
く
シ
ー

ン
、
又
温
泉
街
を
散
歩
す
る
シ
ー
ン
が
撮

影
さ
れ
た
。
旅
館
〃
は
な
む
〃
に
扮
し
た

（
？
）
の
は
、
萱
之
坊
と
古
泉
閣
。

中
之
坊
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
は
、

「
有
馬
は
い
か
が
で
す
か
」
と
の
質
問
に

も
う
一
人
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
桜
井
幸
子
さ
ん

（
玉
子
の
義
理
の
娘
役
）
は
、
「
赤
い
湯

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
冷
え
症
な
の
で

よ
く
温
ま
っ
て
良
か
っ
た
」
泉
さ
ん
は

「
思
っ
た
よ
り
大
阪
か
ら
近
い
の
ね
。
東

京
か
ら
見
た
熱
海
と
い
う
感
じ
」
等
々
…
。

有
馬
の
次
は
大
阪
市
内
、
白
浜
ロ
ケ
と

続
く
。
放
送
は
４
月
６
日
よ
り
。
今
回
の

有
馬
ロ
ケ
は
第
４
回
４
月
８
日
、
第
５
回

９
日
の
両
日
放
送
。
少
し
の
シ
ー
ン
だ
ろ

う
が
、
楽
し
み
だ
。
次
回
の
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
も
、
通
勤
前
の
大
き
な
活
力
に

な
る
に
違
い
な
い
。

結婚式場を完備しています

鰻伝統と椿武を誇‘
冬斎
1 劃陽闇

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿
国際観光旅館

陵楓閣
ＴＥＬ(078)904-0181TEL(078)904-0701㈹ 景勝高台の近代旅館

ＴＥＬ(078)904-0501㈹

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
は
私

の
通
勤
前
の
大
き
な
楽
し
み
。
今
の
〃
君

の
名
は
〃
も
な
か
な
か
泣
か
せ
る
が
、
今

年
四
月
か
ら
始
ま
る
〃
お
ん
な
は
度
胸
〃

は
橋
田
害
賀
子
と
泉
ピ
ン
子
コ
ン
ビ
が
、

そ
の
題
名
ど
お
り
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
女

性
像
を
描
き
、
前
作
と
は
又
違
っ
た
感
動

を
呼
び
起
こ
し
そ
う
だ
。

〃
お
ん
な
は
度
胸
″
の
舞
台
は
〃
関
西
の

温
泉
町
〃
・
旭
月
６
日
に
は
有
馬
温
泉
ロ

ケ
が
行
わ
れ
た
。

や
ま
し
ろ
た
ま
こ

泉
ピ
ン
子
扮
す
る
山
代
玉
子
は
、
弟
伸

之
（
赤
羽
秀
之
）
と
妹
玲
子
（
伊
藤
美
奈
子
）

を
つ
れ
、
関
西
の
温
泉
旅
館
〃
は
な
む

ら
″
主
人
、
花
村
清
太
郎
（
藤
岡
琢
也
）
の

元
に
嫁
ぐ
。
慣
れ
な
い
関
西
で
の
生
活
、

身
内
か
ら
の
反
発
に
負
け
ず
、
小
さ
な
旅

館
を
大
き
く
変
身
さ
せ
る
が
、
経
営
が
う

ま
く
い
く
に
つ
れ
何
か
が
失
わ
れ
て
い
く

の
は
防
ぎ
よ
う
の
な
い
事
実
だ
っ
た
…
。

卓

●敦山
日本風の館です

１
３２
１

副署額蝶旅館

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれ諌
有島グラシドホラむし
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刑' 離切う砿z -
日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(8 9 1 ) 0 0 3 1

▲1 1 月1 9 日ＮＨＫ大阪での記者会見。ヒロインの桜井幸子さんと、泉ピン子さん。
▼有馬ロケにて。

鐸蕊蕊蕊鰯

蝿
､ﾐ鷺

敷地内から浦きでる
日本殿古の温泉q 有馬温泉･

阪急ホテルチェーン

有馬I 昌三ユー甜冠テル
TEL(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技塔

賓馬へルズセン乎＝
ＴＥＬ(07 8 ) 9 0 4 - 2 2 9 1

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

凶Ｐ

定L(O殉)釦3-1024

恭遼ﾛの臆患禅鈴鋳
可直L(078)904-0551

自然の恵みを
湯けむりに伝える

政府登録国際観光旅館

古象風
TEL(078)904-0731

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鰯

霧

接オ支雀

☆
桂
小
文
枝
独
演
会

１
月
肥
日
（
土
）
Ｍ
時
開
演
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
八
中
ホ
ー
ル
Ｖ
１
階
席
３
０
９

０
円
２
階
席
２
５
７
０
円
あ
じ
さ
い

シ
ー
ト
－
０
３
０
円

八
番
組
Ｖ

営
業
一
課
の
田
中
君
花
枝

悟
気
の
独
楽
小
文
枝

袈
裟
茶
屋
文
太

宿
屋
敵
小
文
枝

八
中
入
Ｖ

舟
弁
慶
小
文
枝

i;葎 １
１３４
１

鞭
古
典
芸
能

蕊

望

桂文太 桂花枝

☆
ラ
ス
ト
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

旭
月
創
日
（
土
）
Ｉ
「
国
際
松
竹
」
一

般
１
７
０
０
円
大
高
生
１
４
０
０
円

・
ブ
ル
ー
ス
。
、
ワ
ィ
リ
ス
の
最

新
作
。
し
が
な
い
私
立
淫
企
倶
が

全
米
ア
メ
フ
ト
界
を
巻
き
込
み

巨
大
な
犯
罪
組
織
に
挑
む
ハ
ー

ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
「
蛤

時
間
」
で
エ
デ
イ
・
マ
ー
フ
イ

ー
を
、
「
コ
マ
ン
ド
ー
」
で
シ

ュ
ワ
ル
ッ
ネ
ガ
Ｉ
を
、
「
リ
ー

サ
ル
・
ウ
エ
ポ
ン
」
で
メ
ル
・

ギ
ブ
ソ
ン
を
、
そ
し
て
「
ダ
イ

☆
桂
枝
雀
独
演
会

２
月
６
日
（
木
）
氾
時
半
開
演
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
八
中
ホ
ー
ル
Ｖ
Ａ
席
３
０
０

０
円
Ｂ
席
２
８
０
０
円

三
十
石
／
時
う
ど
ん
枝
雇

延
陽
伯
九
雇

ち
り
と
て
ち
ん
む
雇

子
ほ
め
団
朝

タンゴの女王たち

環
：

☆
ミ
ヤ
コ
蝶
々

新
春
特
別
公
演

１
月
２
日
（
木
）
１
５
日
（
日
）
（
２
日
）

胞
時
、
胴
時
開
演
（
３
日
１
５
日
）
ｎ

時
半
、
腸
時
半
開
演
神
戸
国
際
会
館

全
席
指
定
６
０
０
０
円
（
消
喪
税
１
８

０
円
別
）日

向
す
賀
子
／
作
・
演
出

「
親
い
り
ま
へ
ん
か
」

一
幕
三
場

日
向
す
雪
子
／
作
・
演
出

「
晴
れ
ば
れ
街
道
」

一
幕
二
場

ー

音
楽

騨
鍵
蝋

亀
演

劇

。
ハ
ー
ド
」
で
ブ
ル
ー
ス
・
ウ

ィ
リ
ス
を
ス
ー
パ
ー
・
ス
タ
ー

に
し
た
大
御
所
ジ
ョ
エ
ル
・
シ

ル
バ
ー
。

絶
対
映
画
館
の
大
画
面
で
楽

し
む
べ
し
。

国

彦
戸
．
静
鍛
嘩
睡
隷

塵
印
竃

根
上
淳
、
石
井
均
、
三
島
ゆ

り
子
等
、
キ
ャ
ス
ト
も
豪
華
。

大
好
き
な
神
戸
で
お
正
月
を

迎
え
ら
れ
る
蝶
々
さ
ん
の
お
芝

居
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

〔
そ
の
他
、
予
告
〕

☆
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
バ
レ
エ
・

ガ
ラ

２
月
２
日
（
日
）
、
Ｗ
時
、
神
戸
国
際
会

館
、
Ｓ
席
１
２
０
０
０
円
、
Ａ
席
１
０

０
０
０
円
、
Ｂ
席
８
０
０
０
円
、
Ｃ
席

６
０
０
０
円
、
Ｄ
席
４
０
０
０
円

問
い
合
せ
０
６
１
３
４
１
１
１
１
７
１

（
エ
ー
ス
プ
ロ
モ
ー
ト
）

ラストボーイスカウト

☆
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
Ⅷ

麗
し
き
タ
ン
ゴ
の
女
王
た
ち

１
月
８
日
（
水
）
拠
時
、
肥
時
半
開
演

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
Ｓ
席
５
０
０
０
円

Ａ
席
４
０
０
０
円
Ｂ
席
３
０
０
０
円

（
当
日
５
０
０
円
増
）
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フィリップ・ストレンジ

イ
リ
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ン
ジ
。
今

回
は
ド
ラ
ム
・
ベ
ー
ス
の
ト
リ

オ
で
来
日
。

☆
ス
テ
ィ
ン
グ

４
年
ぶ
り
関
西
の
ス
テ
ー
ジ

ー
月
訂
日
（
月
）
、
調
日
（
火
）
⑱
時
開

演
大
阪
城
ホ
ー
ル
Ｓ
席
７
０
０
０
円

Ａ
席
６
０
０
０
円

ポ
リ
ス
の
自
然
解
体
後
も
、

ソ
ロ
と
し
て
ロ
ッ
ク
界
の
一
端

を
担
い
続
け
て
い
る
ス
テ
ィ
ン

グ
。
ソ
ロ
活
動
ス
タ
ー
ト
後
、

ア
メ
リ
カ
の
若
い
ジ
ャ
ズ
畑
の

人
間
達
と
バ
ン
ド
を
組
み
、
ジ

★
新
春
歌
絵
巻
唖

１
月
双
日
（
金
）
憂
歌
団
／
上
田
正
樹

１
月
加
日
（
月
）
、
型
日
（
火
）
Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
／
憂
歌

団１
月
配
日
（
水
）
上
田
正
樹
ぞ
木
村
充

抑
／
内
田
勘
太
郎

１
月
型
日
（
金
）
諺
溺
日
（
土
）
上
田

正
樹
陣
再
ご
昏
日
匂
。
目
の
廻
時
半
開

演
４
０
０
０
円
チ
キ
ン
ジ
ョ
ー
ジ

☆
グ
ラ
シ
ェ
ラ
ス
サ
ー
ナ
デ
ュ
エ

ッ
ト
サ
ン
ド
ラ
ア
ロ
ン
ソ

ー
月
理
日
（
金
）
咽
時
半
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）
Ｓ
席
４
１
２
０

円
Ａ
席
３
０
９
０
円
Ｂ
席
２
０
６

０
円

☆
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

新
春
コ
ン
サ
ー
ト

エ
月
、
日
（
金
）
四
時
開
演
神
戸
国

際
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）
Ｓ
席
４
１
℃
０

円
Ａ
席
３
０
９
０
円
Ｂ
席
２
０
６

０
円 園

音

楽

陰

１
月
調
日
（
木
）
旭
時
半
開
場
灼
時
開

演
フ
ィ
ア
ッ
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
阪
神

新
在
家
駅
南
へ
徒
歩
５
分
）
前
売
２
５

０
０
円
当
日
２
７
０
０
円

忽
常

－
９
８
２
年
、
グ
レ
ン
ミ
ラ

ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
来
日
以
降
、
心
う
つ

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
で
活
甑
中
の
う

★
ウ
ィ
ー
ン
・
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ー
ト
ラ

ウ
ス
管
弦
楽
団

１
月
お
日
（
木
）
岨
時
開
演
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）
７
５
０
０

円
／
６
５
０
０
円
／
５
５
０
０
円
／
４

５
０
０
画
“

☆
風
か
お
る
＆
ジ
ョ
リ
エ
ト
ワ
ー
ル

シ
ャ
ン
ソ
ン
ポ
シ
ェ
ッ
ト

ー
月
顕
日
（
土
）
叫
時
半
開
演
生
田

文
化
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）
２
５
７
０
円

★
徳
永
英
明

１
月
晦
日
（
祝
）
狙
時
開
演
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
４
３
０
０
円

★
浜
村
淳
の
お
し
ゃ
べ
り
と
ス
ク
リ
ー

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ー
月
５
日
（
日
）
哩
時
開
演
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
全
席
指
定
４
１
５
２

円
八
出
演
Ｖ
島
田
歌
穂
／
中
島
啓
江

／
落
則
英

☆
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｓ

１
月
加
日
（
月
）
狙
時
半
神
戸
国
際

会
館
３
９
１
４
円

☆
香
西
か
お
り

１
月
配
日
（
日
）
鍋
時
半
、
溺
時
神

戸
寸
介
化
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）
５
０
０

０
画
胆

L - - へ

女
性
ら
し
い
き
め
細
や
か
さ

と
華
や
か
さ
に
満
ち
溢
れ
た
ス

テ
ー
ジ
、
妖
艶
か
つ
ス
マ
ー
ト

で
下
町
の
雰
囲
気
を
か
も
し
だ

す
タ
ン
ゴ
・
ダ
ン
ス
。

全
員
加
代
前
半
と
い
う
、
初

々
し
さ
が
魅
力
の
美
女
た
ち
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
衣
裳
に

身
を
包
ん
で
登
場
。

現
代
タ
ン
ゴ
界
最
大
の
話
題
。

☆
ヴ
ァ
ン
ト
ワ
ァ
コ
ン
サ
ー
ト

弔
弓
麓
甘
．
旨
．

、
苛
凹
昌
瞬
⑦
自
国
。

マ
ヌ
・
カ
ッ
チ
ェ
、
ド
ミ
ニ

ク
・
ミ
ラ
ー
等
を
迎
え
て
リ
リ

ー
ス
さ
れ
た
「
ソ
ー
ル
・
ケ
ー

ジ
」
を
ひ
っ
さ
げ
て
ワ
ー
ル
ド

・
ツ
ア
ー
開
始
。

ビ
ッ
グ
な
ラ
イ
ブ
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。

☆
神
戸
市
立
博
物
館

江
戸
の
世
界
図
展

江
戸
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
展

日
韓
文
化
交
流
展

１
１
／
妬

☆
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ァ
ー
ト
フ
ェ
ァ
ー

１
／
３
１
１
／
、

織
田
廠
喜
展

１
／
ｕ
ｌ
ｌ
／
Ⅳ

井
上
和
雄
展

１
／
畑
１
１
／
型

犬
童
倣
展

１
／
露
１
１
／
瓢

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

金
山
平
三
展
Ⅳ

小
磯
良
平
展
Ⅳ

日
本
の
近
代
版
画

空
間
の
イ
リ
ニ
ー
ジ
ョ
ー
ー
ズ
ムー

３
／
翠

書
と
絵
画

１
／
、
１
３
／
配

☆
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

新
春
お
楽
し
み
ラ
ン
ドー

／
３
１
１
／
６

第
鯉
回

新
春
を
寿
ぐ
マ
マ
の
い
け
花
展

１
／
７
１
１
／
加

兵
庫
県
文
化
資
料
展
と

古
瞥
大
即
売
会

１
／
ｕ
ｌ
ｌ
／
晦

切
神
戸
文
化
短
期
大
学

デ
ザ
イ
ン
美
術
科
展

１
／
唾
１
１
／
即

第
３
回
く
ら
し
の
工
芸
展

１
／
銅
１
１
／
犯

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

第
翠
回
書
と
蒙
刻
展１

／
３
１
１
／
６

第
叫
回
新
春
マ
マ
の
智
進
展

１
／
７
１
１
／
ｍ

新
聞
協
会
賞
受
賞

田
井
中
次
一
写
真
展

１
／
皿
１
１
／
巧

唖
神
戸
文
化
短
期
大
学

デ
ザ
イ
ン
美
術
科
展

１
／
お
’
１
／
加

切
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
六
甲
全
山

縦
走
大
会
ス
ナ
ッ
プ
展１

／
鍋
１
１
／
犯 スティング

１
１３５
１

ヤ
ズ
と
ロ
ッ
ク
を
心
地
良
く
ブ

レ
ン
ド
し
て
き
た
男
。

Ｉ獄
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吟

私
は
一
生
に
一
回
、
と
い
っ
て
も
そ
の
一
生
の
終
り
が
目
の
ま

え
に
近
づ
い
た
今
は
八
十
二
歳
も
こ
の
あ
と
す
こ
し
で
八
十
三
歳

に
な
ろ
う
と
す
る
老
人
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
生
き
て
い

と
う
だ
い

る
う
ち
に
一
回
、
私
は
燈
台
の
上
で
一
夜
を
明
か
し
た
い
。
い
つ

で
も
海
に
ゆ
く
と
私
は
燈
台
を
さ
が
す
。
そ
し
て
そ
の
細
長
い
背

た
め
い
き

の
高
い
燈
台
を
見
つ
け
る
と
溜
息
を
つ
く
。
あ
あ
、
あ
の
燈
台
の

一
番
う
え
の
と
こ
ろ
で
一
夜
を
明
か
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ふ
た

ぼ
ん晩

だ
っ
て
み
晩
だ
っ
て
い
い
。
夜
更
け
に
外
を
見
る
と
海
と
星
。

ざ
ん

と
き
に
満
月
が
海
の
す
べ
て
を
銀
に
染
め
る
、
そ
し
て
ま
た
朝
目

．'蝋急簿。を
さ
ま
し
て
小
さ
な
手
す
り
の
あ
る

か
ぜ

テ
ラ
ス
に
立
つ
と
、
も
う
海
の
風
、

海
の
香
り
、
そ
し
て
右
も
左
も
す
べ

て
海
の
そ
の
海
を
見
つ
め
見
下
ろ
し

て
は
る
か
足
も
と
を
見
お
ろ
す
と
、

燈
台
の
立
っ
て
い
る
そ
の
岩
の
と
こ

ろ
に
波
が
白
い
花
の
よ
う
に
き
ら
め

い
て
い
る
。

私
は
そ
の
よ
う
な
燈
台
に
一
夜
で

も
い
い
泊
り
た
い
。
燈
台
の
上
の
そ

の
ベ
ッ
ド
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
れ

じ
上
う

で
も
一
一
畳
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
マ
ホ

ウ
ピ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
と
カ
ク
ザ
ト
ウ

と
パ
ン
を
持
っ
て
ゆ
こ
う
。
朝
、

昼
、
夜
、
燈
台
に
吹
き
つ
け
る
海
の

す

風
を
か
ら
だ
じ
ゅ
う
で
吸
お
う
。

こ
れ
が
こ
の
映
画
の
マ
リ
ー
ナ
（
デ
ミ
・
ム
ー

ァ
）
の
幼
女
時
代
。
や
が
て
年
ご
ろ
を
迎
え
た
こ

の
マ
リ
ー
ナ
に
は
透
視
能
力
の
よ
う
な
も
の
が
隼

に
つ
い
た
。
あ
る
夜
流
星
、
そ
の
尾
が
魚
の
尾
の

よ
う
に
二
つ
に
別
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
自
分
の
生

涯
の
相
手
の
男
性
と
今
め
ぐ
り
合
う
し
ら
せ
と
わ

か
っ
た
。
夜
が
明
け
た
こ
ろ
小
さ
な
ボ
ｉ
ト
が
こ

の
海
岸
に
流
れ
つ
く
よ
う
に
や
っ
て
き
た
。
見
る

と
そ
の
ボ
ー
ト
に
は
、
た
っ
た
一
人
の
男
が
今
に

も
岸
に
ポ
ー
ト
か
ら
と
び
出
そ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
マ
リ
ー
ナ
は
〃
こ
の
男
／
″
と
カ

ン
じ
て
馳
け
つ
け
て
、
び
っ
く
り
す
る
彼
に
接
吻

を
十
回
つ
づ
け
〃
私
と
結
婚
し
て
″
と
言
っ
た
の

で
、
そ
の
男
は
気
絶
し
そ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
男
と
は
リ
オ
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ザ
）
と

い
う
腹
の
出
た
太
っ
た
男
。
ど
う
見
て
も
こ
り
や

凸

マリーナと医者アレックス（ジェフ・ダニエルス）は、同じ流星を見て
いた。

１
１３６
１

「
】

「
夢
の
降
る
街
』

銀
の
リ
ボ
ン
で
結
ば
れ
た

ピ
ン
ク
の
ハ
ー
ト×

×

そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
私
に
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
。
ハ
ラ
マ
ウゆめ

ン
ト
映
画
、
一
九
九
一
年
作
の
テ
リ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ズ
監
督
の
「
夢

の
降
る
街
」
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
は
、
私
の
夢
そ
っ
く
り
の

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
細
長
い
、
高
い
高
い
燈
台
、
あ
つ
と
び

っ
く
り
す
る
と
、
キ
ャ
メ
ラ
は
そ
の
燈
台
に
近
よ
っ
た
。
そ
こ
に

は
、
何
と
可
愛
い
可
愛
い
女
の
子
が
一
人
い
た
。
そ
の
女
の
子
は

海
を
見
つ
め
空
を
見
上
げ
、
満
月
を
、
星
を
、
そ
し
て
流
星
を
見

た
。
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リ
通
り
こ
し
ゾ
ー
ッ
と
し
た
。
ど
う
し
て
女
房
が
こ
れ
を
前
も
っ

て
知
っ
て
い
た
の
か
。

妙
な
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
が
幸
せ
と
結
び

か
い

つ
い
て
ゆ
く
。
マ
リ
ー
ナ
は
祖
母
か
ら
も
ら
っ
た
と
い
う
貝
ガ
ラ

が
ぐ
る
り
い
つ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
た
柱
時
計
を
大
切
に
し
て
い
た
。

一
回
も
狂
っ
た
こ
と
の
な
い
時
計
。
し
か
し
思
う
に
こ
の
マ
リ
ー

ナ
、
満
月
に
は
外
に
と
ぱ
出
し
、
流
れ
星
に
は
涙
を
た
め
て
、
海

か
い

が
大
好
き
、
そ
し
て
海
の
貝
ガ
ラ
も
。

さ
て
こ
の
マ
リ
ー
ナ
、
は
た
し
て
こ
の
肉
屋
の
親
父
と
生
涯
の

幸
せ
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
か
と
、
マ
リ
ー
ナ
こ
の
美
人
に
は
少
し

相
手
不
足
と
思
っ
た
や
さ
き
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
ア
レ
ッ
ク
ス

（
ジ
ェ
フ
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
）
と
い
う
精
神
科
の
医
者
が
い
て
、
彼

は
マ
リ
ー
ナ
の
透
視
能
力
を
馬
鹿
に
し
た
。
馬
鹿
に
し
た
も
の
の

ど
こ
か
心
引
か
れ
て
二
人
で
ス
ケ
ー
ト
遊
び
に
行
っ
た
と
き
、
マ

リ
ー
ナ
が
こ
の
ア
レ
ッ
ク
ス
の
少
年
時
代
を
ま
ざ
ま
ざ
と
語
り
だ

し
ア
レ
ッ
ク
ス
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
マ
リ
ー
ナ

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
じ
ゃ
な
い
。
け
れ
ど
マ
リ
ー
ナ
は
こ
れ
ぞ
神
の

お
告
げ
の
相
手
と
き
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

さ
て
そ
の
リ
オ
び
っ
く
り
、
も
ち
ろ
ん
彼
女
と
結
婚
。
こ
の

あ
た
室

男
、
肉
屋
の
若
主
人
、
若
主
人
と
い
っ
て
も
、
頭
の
毛
が
す
で
に

は
げ
か
か
っ
て
い
る
男
。
こ
の
彼
、
思
い
も
か
け
ぬ
嫁
さ
ん
が
出

来
て
近
所
じ
ゅ
う
に
見
せ
び
ら
か
す
始
末
。
近
所
の
女
た
ち
も
あ

の
肉
屋
が
ね
雫
ほ
ん
と
か
ね
ェ
と
い
う
噂
。

こ
の
映
画
、
実
は
原
名
〃
ザ
・
ブ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
・
ワ
イ
フ
″
日

本
題
名
「
夢
の
降
る
街
」
と
え
ら
い
違
い
。
こ
の
肉
屋
の
主
人
、

嫁
の
す
る
こ
と
な
す
こ
と
を
喜
こ
ん
で
い
る
う
ち
に
恐
ろ
し
く
な

っ
て
き
た
。
朝
か
ら
妻
君
が
ロ
ー
ス
ト
。
ビ
ー
フ
用
の
肉
を
五
十

人
ぷ
ん
ど
こ
ろ
か
八
十
人
ぷ
ん
も
、
マ
ナ
イ
タ
で
ト
ン
ト
ン
ト
ン

と
大
き
な
ナ
イ
フ
で
切
り
始
め
た
。
亭
主
び
っ
く
り
〃
い
っ
ぺ
ん

に
、
そ
う
早
く
切
っ
ち
ゃ
、
肉
が
か
わ
い
っ
ち
ま
う
″
と
叫
ん
だ

と
こ
ろ
へ
、
馳
け
つ
け
て
き
た
客
が
〃
今
夜
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
ロ

ー
ス
ト
・
ビ
ー
フ
八
十
人
ぷ
ん
…
…
″
こ
の
注
文
に
亭
主
ぴ
つ
く

唖

マリーナ（デミ・ムーア〕は不思議な能力を持っている。阪急シネマにて上映中。

さ
か
な

が
ぴ
つ
く
胴
ン
し
た
こ
と
は
、
こ
の
ア
レ
ッ
ク
ス
が
魚
の
尾
の
よ
う

に
シ
ッ
ポ
が
二
つ
に
割
れ
た
流
星
を
見
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ

う
な
の
か
、
相
手
は
こ
の
ひ
と
な
の
か
と
喜
ん
だ
が
ア
レ
ッ
ク
ス

は
馬
鹿
々
々
し
く
な
り
、
こ
こ
で
二
人
は
喧
嘩
別
れ
し
た
の
だ

が
…
…
。

×
×

い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
の
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画
ら
し
き
こ
の
ド
リ

ー
ム
映
画
、
寒
い
冬
の
日
に
見
る
に
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
あ
る
ま

い
。
さ
て
こ
の
二
人
、
ど
う
な
る
か
。
デ
ミ
・
ム
ー
ア
は
「
ゴ
ー

ス
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
幻
」
と
は
す
っ
か
り
ヘ
ア
・
ス
タ
イ
ル

変
わ
っ
て
仙
女
の
よ
う
。
お
人
好
し
の
肉
屋
さ
ん
は
の
ち
に
い
い

相
手
が
見
つ
か
る
が
こ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ザ
が
面
白
く
、
反
対

む
ら
さ
き

に
ス
マ
ー
ト
な
医
者
の
ア
レ
ッ
ク
ス
が
「
カ
イ
ロ
の
紫
の
バ
ラ
」

の
ジ
ェ
フ
・
ダ
ニ
エ
ル
ス
と
い
う
配
役
も
面
白
く
、
テ
リ
ー
・
ヒ

ュ
ー
ズ
監
督
の
こ
れ
が
第
一
回
監
督
作
品
。
い
か
に
も
イ
ギ
リ
ス

生
れ
の
彼
ら
し
い
上
品
さ
が
、
こ
の
大
人
の
オ
ト
ギ
バ
ナ
シ
を
銀

色
の
リ
ボ
ン
と
ピ
ン
ク
の
ハ
ー
ト
で
飾
っ
て
く
れ
た
。

１
１３７
１
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蝿露f 惜露塞藍弾, 罷鞭ｉ蝉甥露辱もA 鑑騨．罰理鑑み蕊 、
三
ｍ
ｍ
『

★
甘
く
て
お
い
し
い
ハ
イ
ジ
の

〃
名
刺
″

最
近
人
気
上
昇
中
な
の
が
、

ス
イ
ス
菓
子
ハ
イ
ジ
の
「
食
べ

ら
れ
る
名
刺
」
。
ハ
イ
ジ
自
慢
の

ナ
ッ
ッ
チ
ョ
コ
が
名
刺
サ
イ
ズ

に
な
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
名
前
や

電
話
番
号
が
入
る
。
チ
ョ
コ
を

食
べ
て
し
ま
っ
て
も
、
台
紙
に

連
絡
先
が
残
る
か
ら
大
丈
夫
。

『
ア
⑫
『
、

☆
今
年
も
や
っ
ぱ
り

〃
生
の
蟹
す
き
″

冬
の
味
覚
の
王
座
と
い
え
ば

何
と
い
っ
て
も
松
葉
ガ
ニ
。
そ

の
松
葉
ガ
ニ
の
「
生
の
蟹
す
き
」

を
ふ
ん
だ
ん
に
味
わ
え
る
の
が

ホ
テ
ル
全
但
。
特
性
ダ
シ
で
食

べ
る
カ
ニ
ス
キ
は
も
ち
ろ
ん
、

カ
ニ
味
噌
、
刺
身
、
カ
ニ
酢
、

と
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
文
句
な

し
。
但
馬
か
ら
毎
日
直
送
さ
れ

て
く
る
新
鮮
な
松
葉
ガ
ニ
を
使

っ
て
い
る
の
が
お
い
し
さ
の
秘

密
。
と
ろ
け
る
よ
う
な
舌
ざ
わ

り
を
一
度
試
し
て
み
て
は
。

138

蕊 ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

#瀞
瞥撫

フルートの今呂園きん ハイジ本店

欝
弓■

鋳
寧

》
噸
》

ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
」
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
。
担
月
２
日
（
月
）
１
８

日
（
日
）
の
１
週
間
〃
香
港
ペ
ニ

ン
シ
ュ
ラ
ウ
ィ
ー
ク
″
を
開
催

し
た
。ペ

ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ブ
テ
ィ
ッ

ク
の
オ
リ
ジ
ナ
チ
ル
ョ
コ
レ
ー

が
る
ん
ろ
う

卜
を
初
め
「
嘉
麟
樫
」
か
ら
、

何
シ
ェ
フ
を
初
め
７
人
の
ス
タ

ッ
フ
が
来
日
し
、
中
国
レ
ス
ト

ラ
ン
「
来
景
園
」
で
、
石
塚
料

理
長
ら
日
本
ス
タ
ッ
フ
と
共

に
、
創
業
１
９
２
８
年
の
本
物

の
味
を
提
供
。
料
理
の
国
際
交

流
は
大
歓
迎
だ
。

で
ア
詞
『
く

☆
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
初
の

香
港
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
ゥ
ィ
ー
ク

香
港
の
名
門
ホ
テ
ル
「
ザ
。

蕊

○
ｏ
ｚ
○
ｍ
宛
「

☆
産
ま
れ
く
る
命
を
祝
う

マ
タ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

街
は
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
の
旭

月
哩
日
、
弘
回
目
を
迎
え
た
、

フ
ァ
ミ
リ
ア
マ
タ
ニ
テ
イ
コ
ン

サ
ー
ト
〃
パ
パ
と
マ
マ
の
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
″
が
開
か

廿
輪
承
４
０
Ｖ

篭

結
婚
式
の
小
さ
な
お
み
や
げ
に

も
ぴ
っ
た
り
だ
。
簡
単
な
イ
ラ

ス
ト
も
入
る
の
で
よ
り
個
性
的

に
。
血
枚
で
１
万
円
。
プ
ラ
ス

－
枚
ご
と
加
円
。
問
い
合
わ
せ

は
本
店
小
山
さ
ん
酉
８
０
１

１
４
４
６
６
。

農

霧
れ
た
。
会
場
の
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
に
は
、
も
う
す
ぐ
〃
パ
パ

と
マ
マ
〃
に
な
る
カ
ッ
プ
ル
や

家
族
な
ど
剛
人
が
集
ま
り
幸
せ

い
っ
ぱ
い
の
雰
囲
気
。
金
昌
国

さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
が
奏
で
る
日

本
の
子
守
歌
や
、
プ
リ
マ
ド
ン

ナ
演
崎
加
代
子
さ
ん
と
共
に
歌

う
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
、

趣
向
の
凝
ら
さ
れ
た
、
心
暖
ま

る
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。

灘
サンタといっしょに

騨蕊

蕊
蕊

楽しい名刺チョコ
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１
１３９
１

1鍵

、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

P E O P L E ＜9 7 ＞

③お客様に育てられています

橋本福美さん< 圭琴霧ﾀ ｰ ＞

函
》
雲

1 1 年のキャリアの橋本さん。：１１月に
３名
社長

のニューフーイスが加わっ
のやってきた歴史に新しい

たので、
風がプラ

スされ何か面白いことが出来るかなと思
っています｡ ｣ 毛皮は一生ものなのでお客
様とのお付き合いも長く、「いいお客様
に育てて頂いてます｡ 』と謙虚で好感のも
てる方。

い
き
霞
鍛
騨
噸
鰯
§

P R E S E N T
C ＯＲＮＥＲ

▼
応
募
方
法
⑧
葉
普
に
住
所
、
氏
表
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
一
・
月
刊
神
戸
ワ
子
』
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
烹
で
ご
応
募
下
さ
い
。
１
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
梨
誓
を
発
送
、
葉
誓
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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藤本ハルミさん

▼
青
少
年
科
学
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
類
は
、
人
か
ら
人
へ
情
報

を
伝
え
、
そ
れ
を
記
録
す
る
こ

と
で
今
日
の
豊
か
な
文
明
を
築

い
て
き
た
。

青
少
年
科
学
館
で
は
、
印

刷
、
写
真
、
蓄
音
機
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
な
ど
、
記
録
す
る
技

術
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
な
が

ら
、
そ
の
発
達
過
程
と
現
在
の

最
新
技
術
を
紹
介
す
る
「
記
録

技
術
い
ま
む
か
し
」
を
特
別
展

と
し
て
、
２
月
ｎ
日
ま
で
開
催

し
て
い
る
。

入
館
料
は
、
大
人
・
剛
円
、

小
人
（
小
学
生
以
上
鴫
歳
未
満
）

畑
円
。
休
館
日
。
水
曜
日
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
２
月
朗

日
ま
で
臨
時
休
館
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先
は
、

神
戸
市
立
青
少
年
科
学
館

展
示
係
密
３
０
２
１
５
１
７
７

神
戸
風
月
堂
の
吉
川
冬
季
子

相
談
役
が
、
同
社
の
企
業
Ｐ
Ｒ

映
画
創
作
和
菓
子
〃
源
氏
物

語
″
の
制
作
に
よ
り
、
企
業
Ｐ

Ｒ
映
画
賞
。
世
界
第
３
位
を
受

賞
し
、
そ
の
賞
金
皿
万
円
を
、

神
戸
ら
し
い
活
躍
を
し
た
人
に

贈
り
た
い
と
発
案
、
ま
た
、
名

前
を
神
戸
開
港
時
の
英
国
船

「
ロ
ド
ニ
ー
号
」
に
ち
な
ん
だ

ロ
ド
ニ
ー
賞
。
そ
の
第
三
回
目

の
受
賞
者
が
決
ま
っ
た
。

受
賞
に
輝
い
た
の
は
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
本

ハ
ル
ミ
さ
ん
。

藤
本
さ
ん
は
、
「
明
治
加
年

を
記
念
し
て
日
本
の
古
典
を
探

る
」
「
流
れ
る
季
節
に
」
「
夢
を

着
る
」
な
ど
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
、
神
戸
、
東
京
、
京

都
な
ど
で
発
表
。
日
本
の
伝
統

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

第
３
回
ロ
ド
ニ
ー
賞

受
賞
者
決
定

神戸市立青少年科学館

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
第
十
回
受

賞
。
祁
年
に
は
Ｋ
Ｆ
Ｍ
（
神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
リ
ス
ト
）

結
成
、
会
長
就
任
。
昨
年
は
、

中
国
、
上
海
杭
州
で
口
中
友
好

Ｋ
Ｆ
Ｍ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
発
表
す
る
な
ど
、
そ
の
活
躍

は
め
ざ
ま
し
い
。

ま
た
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

協
会
参
事
、
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ

カ
ル
協
会
代
表
幹
事
な
ど
多
く

の
要
職
も
務
め
て
い
る
。

素
材
に
よ
る
現
代
の
ド
レ
ス
を

創
り
続
け
て
い
る
。

祁
年
に
は
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞

- = ＝可孟x －

ｌ
ｌ４０
ｉ

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

「
ほ
ほ
え
み
号
」
大
好
評

今
年
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
リ
フ

ト
付
き
タ
ク
シ
ｉ
「
ほ
ほ
え
み
号
」
は

利
用
者
の
間
で
大
好
評
で
あ
る
こ
と
が

市
会
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
「
ほ
ほ
え
み
号
」
は
今
年

七
月
十
七
日
に
、
神
戸
市
が
車
両
購
入

費
の
三
分
の
二
を
補
助
し
て
市
内
の
タ

ク
シ
ー
会
社
が
購
入
し
、
巡
行
し
て
い

る
も
の
で
全
部
で
五
台
あ
り
ま
す
。

福
祉
の
基
盤
と
し
て
「
ノ
ー
マ
リ
ゼ

ー
ジ
ョ
ン
」
が
、
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
、
人
間
ら
し
く
あ
た

り
前
の
生
活
を
す
る
椛
利
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
体
の
不
自
由
な
人
も
街

に
で
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
は
車
椅
子

に
乗
っ
て
パ
ス
か
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
日

本
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
歩
道

は
車
椅
子
に
優
し
い
で
し
ょ
う
か
、
パ

ス
や
タ
ク
シ
ー
に
は
車
椅
子
で
乗
れ
る

設
伽
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の

点
に
つ
い
て
の
遅
れ
が
関
係
者
の
間
で

強
く
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
や

っ
と
改
善
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま

し
た
。わ

ず
か
五
台
の
タ
ク
シ
ー
。
こ
れ
を

期
車
す
る
意
志
を
質
問
さ
れ
た
Ｄ
議
員

に
対
し
民
生
局
の
担
当
者
は
「
一
般
の

タ
ク
シ
ー
に
比
べ
運
賛
収
入
が
か
な
り

低
く
、
会
社
も
経
営
的
に
苦
し
い
」
と

答
弁
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
乗
客
の

評
判
も
「
夫
獅
そ
ろ
っ
て
外
出
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
上
々
で
あ
る
の

で
前
進
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。（

Ｋ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
－
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
・
郵
便
局
の
隣

湧
○
七
八
’
二
三
一
’
一
二
一
四
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Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
で
決
ま
り

７麻
唯
密
葬
融
云
癖
癖
幅
諦
需
稚
戸
謡
脈
珪
施
霊
報
唇
嘩
唖
、
一
峰
雄

・
一
い
て
、
他
に
ほ
と
ん
ど
類
が
な
物
に
変
え
る
。
業
者
な
ど
の
協

ン
い
ち
押
し
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
２
１
２
２
７
１

☆
今
年
の
ス
キ
ー
は
安
比
（
Ａ
回
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

的
や
趣
味
に
あ
わ
せ
た
リ
ゾ
ー
程
作
成
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
、

宿
泊
施
設
が
揃
っ
て
お
り
、
目
事
務
執
務
要
領
」
と
い
う
、
規

ゴ
ル
フ
・
乗
馬
。
テ
ニ
ス
な
ど
▼
「
私
立
大
学
の
規
程
等
作
成

ら
連
な
る
安
比
高
原
。
３
，
５
央
区
東
町
加
１
１
大
神
ビ
ル
９
‐
プ
ン
し
た
。

に
位
置
し
、
標
高
約
１
，
３
０
を
そ
れ
ぞ
れ
２
名
様
に
プ
レ
ゼ
た
向
い
側
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ

ン
デ
。
雪
質
も
最
高
の
ア
ス
ピ
会
事
務
室
の
池
田
綾
子
さ
ん
が
友
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
と

埜
鍔
隷
評
司
耗
懲
銅
識
錯
鐸
唾
癖
癖
群
銅
睡
淑
蝿
蔀
痢
癖
坤
搾
始
め
た
ユ
ー
ワ
ク
ラ
ブ
も
今
年

●
●
●

二
、
可
－
３
鼻
－
１
も
訓
屋
書
二
言
７
誉
重
Ｉ
で
６
年
目
。
こ
れ
ま
で
に
も
、

そ
の
中
に
あ
る
安
比
高
原
ス
て
出
版
さ
れ
た
。

「
こ
こ
を
オ
ー
プ
ン
し
て
か

キ
ー
場
は
、
最
長
５
．
５
談
の
こ
の
本
は
、
甲
南
大
学
・
総
ら
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
交
際
が

ロ
ン
グ
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
を
含
む
全
務
課
職
員
、
新
戸
達
男
さ
ん
と
広
が
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
す
の

虹
コ
ー
ス
が
あ
る
広
大
な
ゲ
レ
同
大
学
・
教
養
課
程
運
営
委
員
は
代
表
の
大
牧
祥
子
さ
ん
。

ト
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
。
株
式
会
社
ぎ
よ
う
せ
い
を
通
じ

ペ
ン
シ
ョ
ン
、
民
宿
と
い
っ
た
「
私
立
大
学
の
規
程
等
作
成

リ
ア
に
は
ス
キ
ー
場
を
は
じ
め
原
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
。

０
０
蛇
に
も
お
よ
ぶ
広
大
な
エ
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
「
安
比
高

０
１
１
，
５
０
０
府
の
山
々
か
ン
ト
。
宛
て
先
〒
剛
神
戸
市
中
ヨ
ッ
プ
。
ユ
ー
ワ
ク
ラ
ブ
が
オ

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
ホ
テ
ル
や
事
務
執
務
要
領
」

め
る
ス
キ
ー
場
だ
。
今
シ
ー
ズ
く
、
事
務
作
業
上
、
大
変
参
考
力
も
得
て
い
る
が
、
家
庭
で
眠

ン
は
リ
フ
ト
や
ス
キ
ー
セ
ン
タ
に
な
る
。

っ
て
い
る
新
品
の
日
用
品
や
手

－
な
ど
も
増
設
さ
れ
、
施
設
も
詳
し
い
問
い
合
せ
先
は
、
甲
作
り
の
小
物
な
ど
で
支
援
し
て

い
っ
そ
う
充
実
し
て
い
る
。
南
大
学
生
活
協
同
組
合
電
０
７
く
れ
る
人
を
求
め
て
い
る
。

ス
キ
ー
フ
リ
ー
ク
に
ぜ
ひ
行
８
１
４
５
１
１
１
３
７
１

問
い
合
わ
せ
は
画
５
３
１
１

ワ
ニ
ナ
ロ
ウ

っ
て
も
ら
い
た
い
、
今
シ
ー
ズ
㈱
ぎ
よ
う
せ
い
画
０
６
１
３
５
０
２
７
６
店
が
友
の
輪
で
い

花
首
あ
ふ
れ

北
緯
伽
度
、
岩
手
県
北
西
部
特
製
ト
レ
ー
ナ
ー
、
キ
ャ
ッ
プ
神
戸
大
学
病
院
の
道
を
隔
て

叶
健
治

カ
ラ
ー
分
析
入
門

た
、
甲
南
学
園
規
程
集
の
全
面
写
ｉ
ｆ
Ｉ
、
く
．
ォ
て
こ
》
‐
ｌ
、

識
改
訂
を
担
当
し
た
経
験
を
生
か
身
体
障
害
者
施
設
な
ど
に
、
贈

択
し
て
、
作
成
し
た
も
の
。
り
物
を
続
け
て
き
た
。
念
願
し

膨
学
内
規
定
の
意
義
分
類
て
い
た
こ
の
店
も
商
売
で
は
な

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
お
店
に

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

友
が
集
う
明
る
く
、
楽
し
い

春
日
馨
津
子

〃
か
ら
だ
″
と
い
う
入
れ
物
に
は
、
い

ろ
ん
な
も
の
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
「
に

ち
よ
う
ぴ
も
か
よ
う
ぴ
も
、
よ
く
じ
よ

う
も
し
っ
と
も
」
。
そ
し
て
ど
の
〃
か

ら
だ
″
も
夢
を
見
た
が
っ
て
い
ろ
。
い

ろ
ん
な
思
惑
を
置
き
ざ
り
に
し
て
。
著

者
の
か
ら
だ
の
か
ら
を
破
っ
て
出
て
き

た
夢
達
が
描
く
世
界
と
、
そ
の
ぬ
け
が

ら
の
つ
ぶ
や
く
詩
が
交
錯
す
る
。

（
（
有
）
浮
淋
社
刊
一
○
○
○
円
）

篭
錨

譲蕊
ｉｉｉ蕊

蟹瀞哨１

鍵 蝋
１
１４１
１

赤
ち
ゃ
ん
は

み
ん
な
天
才
に

な
れ
る
Ⅲ

上
田
味
左
子

づ
い
た
育
児
法
。
貼
教
か
ら

の
子
育
て
ま
で
、
科
学
的
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
一

無
限
の
可
能
性
を
持
つ
子
供

科
学
的

ア
メ
リ
カ
で
は
肌
の
色
、
目
の
色
、

髪
の
色
が
い
ろ
い
ろ
に
入
り
混
じ
り
、

色
に
対
し
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
要
素
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
日
本
人
に
置

き
替
え
て
、
個
人
個
人
に
も
っ
と
も
似

合
う
色
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
，
を
科
学

的
に
分
析
し
た
の
が
こ
の
木
で
あ
る
。

色
が
人
生
に
大
き
な
彩
僻
を
与
え
る
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
を
発
見
す
る
こ
と

の
意
味
に
ま
ず
珠
く
だ
ろ
う
。

（
創
元
社
三
○
○
○
判
）
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後
２
時
ｌ
午
後
９
時

●
場
所
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
南
館
「
大
輪
田

の
間
」

・
会
費
一
万
円

。
問
い
合
せ
先

神
戸
地
域
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

奮
０
７
８
１
３
３
３
１
６
６

０
２
．
７
７
３
１

▼
風
見
鶏
の
館
で
新
井
春
美
さ

ん
を
迎
え
〃
風
見
鶏
同
窓
会
″

今
年
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し

て
加
年
に
な
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放

送
局
。
よ
り
一
層
住
民
の
方
々

に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、

去
る
ｎ
月
妬
日
（
火
）
風
見
鶏
の

館
（
旧
ト
ー
マ
ス
邸
・
北
野
町

３
１
焔
１
３
）
１
Ｆ
ホ
ー
ル
に

変
わ
り
、
も
は
や
私
事
の
扱
ナ
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
話

い
で
は
す
ま
な
い
。
い
ま
や
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
て

国
民
の
教
養
は
著
し
く
高
度
き
た
。
企
業
も
文
化
の
問
題

化
し
、
ま
た
所
得
の
水
準
も
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
く

増
大
し
、
そ
し
て
生
活
に
お
な
っ
て
き
た
。

け
る
、
時
間
的
ゆ
と
り
も
非
「
文
化
」
を
持
た
な
い
企
業

‐
常
に
大
き
く
な
っ
た
。
″
は
次
第
に
影
が
薄
れ
て
し
ま
一

こ
の
よ
う
に
諸
条
件
の
変
っ
て
、
成
り
立
た
な
く
な
る
一

一
「
企
業
メ
セ
ナ
」
を
考
え
る
化
の
中
か
ら
い
ま
や
、
行
政
と
い
う
の
だ
。
極
端
な
話
し
一

一
「
文
化
」
の
問
題
に
つ
い
や
企
業
が
真
っ
正
面
か
ら
取
で
は
な
い
。
当
然
そ
う
な
る
一

一
て
、
民
族
学
博
物
館
館
長
の
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
だ
。

一
梅
悼
忠
夫
先
生
は
〃
文
化
の
大
事
に
な
っ
た
。
と
声
を
大
〃
企
業
″
が
ど
ん
な
小
さ
一

一
問
題
は
、
従
来
は
い
わ
ば
個
に
し
て
〃
文
化
の
問
題
″
の
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
文
化
一

一
人
の
楽
し
み
ご
と
、
あ
る
い
把
握
の
仕
方
を
指
摘
さ
れ
て
に
取
組
も
う
と
い
う
の
が
、
一

一
は
趣
味
の
問
題
と
し
て
扱
わ
い
る
。
こ
れ
な
ら
ば
誰
れ
し
所
謂
、
「
企
業
メ
セ
ナ
」
な
一

一
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
も
が
納
得
す
る
考
え
方
だ
。
の
で
あ
る
。

一
今
日
で
は
世
の
中
の
流
れ
が
最
近
、
特
に
「
企
業
メ
セ
八
Ｙ
Ｖ
－

ｌ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
‐
ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
‐
Ｉ
ｉ

▼
第
７
回
Ｈ
Ａ
Ｎ
合
同

新
春
賀
詞
交
歓
会

恒
例
の
Ｈ
Ａ
Ｎ
（
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
）
合
同
新
春
賀
詞
交

歓
会
が
今
年
も
行
わ
れ
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
新
し
い

地
球
文
明
の
創
造
に
向
け
て
」
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
の
梅
原
猛
氏
を
講
師
に
迎

え
て
、
「
地
球
の
危
機
と
日
本
」

に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
い
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
的
発
想
の
大
切
さ

や
新
し
い
価
値
観
の
創
造
へ
向

け
て
、
神
戸
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
内
外
の
各
界
各
層
に
送
る
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
。

。
日
時
１
月
把
日
（
土
）
・
午

花時計

お
い
て
、
ゲ
ス
ト
に
新
井
春
美

さ
ん
、
漫
才
の
い
と
し
こ
い
し

さ
ん
ら
を
お
招
き
し
中
継
録
画

が
行
な
わ
れ
た
。

風
見
鶏
は
昭
和
記
年
に
連
続

テ
レ
ビ
小
説
と
し
て
放
送
さ

れ
、
主
演
の
新
井
春
美
さ
ん
の

好
演
で
神
戸
北
野
町
に
異
人
館

ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
視
聴

者
の
方
々
を
ま
じ
え
て
の
収
録

と
な
っ
た
。

画

●
家
○
画
、
で
○
ｍ
『

☆
唖
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
新
春
特
別

公
演
（
平
成
３
年
度
神
戸
文
化
賞
受
世

記
念
「
白
鳥
の
湖
」
全
幕
）
指
揮
・
堤

俊
作
、
演
奏
・
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
・
指
抑
、
堤
俊
作
／
照
明

足
立
恒
、
舞
台
監
督
・
和
田
博
、
美
術

・
朝
倉
柵
、
演
出
振
付
・
貞
松
融
、
浜

田
蓉
子
ら
の
ス
タ
ッ
フ
。
プ
リ
ン
ス
を

貞
松
正
一
郎
、
高
瀬
浩
幸
、
女
性
陣
に

木
山
美
恵
、
藤
田
雅
子
、
橋
本
佳
子
、

小
西
康
子
、
三
谷
久
美
子
ら
総
勢
釦
名

で
、
１
月
５
日
（
日
）
７
日
（
火
）
午
後
６

時
開
波
（
Ｓ
７
千
円
、
Ａ
６
千
円
、
Ｂ

４
千
円
全
指
定
）
予
約
／
貞
松
・
浜
田

バ
レ
エ
団
回
噸
（
脳
）
２
６
０
９

斗
信
金
一
代
・
・
・
…
田
端
基
宏
氏
の
、
黄

綬
褒
章
受
章
を
祝
う
集
い
が
、
１
月
お

日
（
木
）
午
後
６
時
よ
り
蒲
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
紫
陽
花
の
間
で
開
か
れ
ま

す
。
世
話
人
代
表
・
近
深
進
氏
。

☆
神
戸
Ｊ
Ｃ
前
理
郡
長
の
福
井
有
さ
ん

が
哩
月
に
、
日
経
事
業
出
版
社
よ
り

「
大
手
前
教
授
の
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー

エ
ッ
セ
イ
」
を
出
版
（
定
価
１
２
０
０

円
本
体
１
１
６
５
円
）
。
１
９
８
６
年

か
ら
６
年
間
に
亘
っ
て
芦
屋
倶
楽
部

（
ミ
ニ
コ
ミ
誌
）
に
、
辿
戦
さ
れ
た
も

の
が
中
心
。
同
タ
イ
ト
ル
の
ラ
ジ
オ
番

組
（
増
井
孝
子
・
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ

ー
）
も
進
行
中
。

★
バ
レ
エ
「
ぐ
る
み
割
り
人
形
」
の
も

一
う
っ
の
原
作
、
デ
ュ
マ
版
「
ぐ
る

み
」
の
待
望
の
本
邦
初
訳
「
デ
ュ
マ
が

語
る
く
る
み
割
人
形
」
私
家
版
・
頒
価

１
５
０
０
円
、
送
料
測
円
（
５
冊
以

上
）
／
申
込
み
・
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ

団
言
、
（
師
）
２
６
０
９

☆
１
月
ｎ
日
（
土
）
準
時
よ
り
生
田
神
社

会
館
で
、
望
月
美
佐
凪
美
社
の
新
年
会

が
開
仙
さ
れ
ま
す
。
会
費
・
一
万
円
、

お
申
込
み
／
衝
ｍ
５
１
１
Ｉ
７
０
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
１
１
１
７
０
８
３

★
月
刊
神
一
戸
っ
子
の
新
年
会
が
、
生
田

柿
社
会
館
で
、
１
月
町
日
（
金
）
午
後
６

時
よ
り
開
催
。
会
蟹
・
８
千
円
／
神
戸

っ
子
倶
楽
部
会
員
・
７
千
円
。
蛇
年
度

神
戸
文
学
批
受
柵
著
表
彰
式
典
他
。
お

申
込
み
／
月
刊
神
戸
っ
子
湾
、
（
３
２

２
４
６

１
１４２
１

新井春美さん
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わ
れ
な
が
ら
驚
く
ほ
ど
、
神
妙
に
さ
せ
ら
れ
た
。

つ
く
し
ま
い

湊
川
神
社
に
「
筑
紫
舞
」
が
奉
納
さ
れ
た
朝
、
拝
殿
は
決
し
て

寒
く
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
私
は
胴
ぷ
る
い
し
て
い
た
。
た
ぶ
ん

に
重
し
い

そ
れ
は
、
日
ご
ろ
見
失
っ
て
い
る
原
初
の
魂
と
の
出
会
い
を
予
感

し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
う
け
こ
う
じ
ゆ
き
い

舞
い
納
め
る
の
は
、
筑
紫
舞
宗
家
・
西
山
村
光
寿
斉
さ
ん
と
、

そ
の
門
弟
に
よ
る
神
戸
神
事
芸
能
研
究
会
の
人
た
ち
。
三
年
半
前

か
ら
、
月
に
一
回
、
福
岡
か
ら
宗
家
を
招
き
、
二
宮
神
社
１
中
央

け
い
こ

区
一
一
宮
町
三
ノ
ー
ノ
一
一
一
Ｉ
社
務
所
一
一
階
で
、
稽
古
を
積
ん
で
い

る
。

の
り
と
お
は
ら
い

神
官
の
祝
詞
、
御
抜
に
次
い
で
、
同
研
究
会
代
表
の
鈴
鹿
千
代

乃
さ
ん
（
神
戸
女
子
大
学
助
教
授
）
が
舞
台
前
面
に
進
み
出
、

「
筑
紫
舞
は
、
神
事
芸
能
集
団
の
ク
グ
ッ
（
偲
偲
子
）
に
よ
っ

て
伝
承
さ
れ
た
舞
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
、
た
っ
た
一
人
の
伝
承

者
。
西
山
村
光
寿
斉
さ
ん
は
本
名
河
西
光
子
。
嫁
ぐ
前
は
山
本
光

子
と
申
し
、
大
正
十
年
、
神
戸
市
兵
庫
区
下
沢
通
七
丁
目
の
造
り

や
ま
じ
ゆ
う

酒
屋
（
通
称
・
山
十
）
の
一
人
娘
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
半
云
ご

と
の
好
き
な
お
父
様
の
影
響
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
山
村
ひ
さ
女
に

じ
う
た

就
い
て
地
唄
舞
を
習
っ
て
い
た
の
で
す
が
．
：
」

口
上
と
も
い
う
べ
き
解
説
は
、
簡
潔
で
、
よ
ど
み
が
な
い
。
鈴

鹿
さ
ん
は
、
国
学
院
大
学
の
大
学
院
（
博
士
課
程
）
で
、
ク
グ
ッ

や
遊
女
と
い
っ
た
放
浪
芸
の
研
究
に
打
ち
込
み
、
昭
和
五
十
二
年

に
神
戸
へ
移
り
住
ん
だ
。
著
書
『
神
道
民
俗
芸
能
の
源
流
』
に
収

め
ら
れ
た
一
編
八
「
筑
紫
舞
」
聞
書
ｖ
は
、
八
年
間
に
及
ぶ
光
寿

斉
さ
ん
か
ら
の
聞
き
と
り
だ
と
い
う
。

「
私
が
稽
古
つ
け
始
め
た
ん
は
六
十
過
ぎ
て
か
ら
で
す
わ
。
そ

れ
ま
で
は
自
分
一
代
で
終
わ
り
か
な
、
と
思
う
て
た
ん
で
す
。
け

ど
鈴
鹿
さ
ん
み
た
い
な
研
究
者
が
伝
承
に
力
を
入
れ
は
っ
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
絶
や
す
わ
け
に
い
か
へ
ん
。
自
分
で
舞
う
て
る
時
、
シ

ャ
ン
と
し
と
る
の
も
、
舞
の
お
か
げ
で
す
や
ろ
」

奉
納
の
日
か
ら
二
週
間
ほ
ど
前
、
二
宮
神
社
で
の
稽
古
を
見
に

う
か
が
っ
た
時
、
宗
家
は
あ
け
つ
ぴ
ろ
げ
に
語
っ
た
。

「
私
が
小
学
校
五
年
生
の
昭
和
七
年
で
し
た
。
父
が
ひ
い
き
に

り
か
く

し
て
た
兵
庫
の
明
治
座
に
来
た
歌
舞
伎
役
者
の
嵐
璃
珪
が
、
芝
居

く
ふ
う

の
工
夫
に
〃
筑
紫
ぶ
り
″
を
取
胴
ソ
入
れ
た
い
、
い
う
て
山
村
ひ
さ

女
に
相
談
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
山
村
の
お
諦
崖
さ
ん
が
九
州
へ

き
く
ひ
ら
け
ん
ぎ
よ
う

行
っ
て
、
探
し
当
て
た
ん
が
菊
邑
検
校
や
っ
た
。
私
、
そ
の
検
校

に
つ
い
て
習
い
は
じ
め
た
ん
が
筑
紫
舞
で
す
」

し
ん
き
く
さ
い
山
村
流
と
ち
が
っ
て
、
手
さ
ば
き
、
足
づ
か

ま

い
、
間
の
と
り
方
が
面
白
い
。
以
降
十
一
年
、
菊
邑
検
校
か
ら
受

け
継
い
だ
曲
は
、
ざ
っ
と
千
曲
に
の
ぼ
る
。

く
ら
い

検
校
と
は
盲
目
の
人
の
中
で
も
最
高
位
の
位
を
い
う
。
と
す
れ

ば
菊
邑
ナ
ニ
ガ
シ
と
い
う
名
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
絵
伝
心
っ
一
減
埜

に
ん人

に
似
た
と
い
う
こ
の
人
に
つ
い
て
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

そ
う
き
よ
く
か

い
。
だ
が
、
盲
目
の
天
才
的
等
曲
家
，
と
い
わ
れ
る
菊
邑
検
校
は
九

州
の
ク
グ
ッ
の
尊
敬
を
一
身
に
集
め
て
い
た
ら
し
い
。
少
女
期
の

宗
家
は
、
九
州
の
海
に
臨
ん
だ
大
き
な
石
室
の
中
で
、
検
校
に
か

し
づ
く
男
た
ち
の
不
思
議
な
舞
を
実
際
に
見
た
と
い
う
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
『
太
平
記
』
に
出
ま
し
た
や
ろ
。
樋
口
可

奈
子
や
柳
葉
敏
郎
の
扮
す
る
芸
能
集
団
が
。
あ
れ
陸
よ
う
写
し

て
ま
し
た
な
あ
。
筑
紫
舞
は
ク
グ
ッ
舞
で
っ
さ
か
い
、
青
空
の
下

宗家を招いての稽古は月一回という回数の少ない分だけ熱が込もる
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筑紫舞宗家西山村光寿斉さん

が
っ
た
」

は
ら

け
が
れ
を
枚
う
芸
能
集
団
と
し
て
の
ク
グ
ッ
は
、
平
安
時
代
の

し
ゆ
く
え
さ

初
期
か
ら
全
国
の
街
道
の
宿
駅
に
定
着
し
た
と
い
わ
れ
る
。
西
宮

の
エ
ベ
ッ
さ
ん
が
偲
侃
子
舞
の
発
祥
と
さ
れ
る
の
も
、
そ
う
し
た

あ
か

歴
史
を
背
負
っ
て
き
た
一
つ
の
証
し
だ
ろ
う
。

い
ま
よ
う

今
様
な
ど
歌
謡
を
芸
能
と
し
、
散
楽
系
の
曲
華
云
や
人
形
劇
な
ど

も
演
じ
た
ク
グ
ッ
も
、
や
が
て
〃
お
国
ぶ
り
″
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
と
す
る
よ
う
に
な
る
。

「
あ
づ
ま
（
東
）
も
の
は
荒
々
し
く
、
き
な
い
（
畿
内
）
も
の

は
都
会
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
し
（
筑
紫
）
も
の
が
一
番
素

朴
な
よ
う
で
ん
な
。
ほ
か
に
、
こ
し
（
越
）
も
の
、
い
せ
（
伊
勢
）

も
の
．
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
共
通
し
て
る
の
は
武
智
鋤
こ

さ
ん
が
〃
フ
ラ
メ
ン
コ
が
入
っ
て
い
る
″
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、

フ
ラ
メ
ン
コ
を
優
雅
に
し
た
よ
う
な
と
こ
が
あ
る
ん
で
す
」

足
づ
か
い
に
〃
ル
ソ
ン
足
″
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
り
、
ミ
ン

む
か
お

で
、
神
さ
ん
と
だ
け
対
い
△
ロ
う
て
舞
う
。
そ
れ
が
ホ
ン
マ
な
ん
で

す
わ
。
も
ち
ろ
ん
神
さ
ん
に
よ
っ
て
舞
は
ち
が
い
ま
っ
せ
。
い
く

い
牡
り

さ
の
神
・
八
幡
さ
ん
と
、
五
穀
豊
焼
の
神
・
お
稲
荷
さ
ん
と
で
は

同
じ
も
ん
を
や
れ
し
ま
せ
ん
よ
っ
て
」

同
じ
筑
紫
舞
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
う
。
鈴
鹿
さ

め
ま

ん
は
、
そ
の
源
流
を
海
人
族
に
求
め

「
海
人
族
は
、
海
を
さ
す
ら
う
民
で
あ
る
。
ク
グ
ッ
は
、
海
人

お
か

族
の
芸
と
、
さ
す
ら
い
と
い
う
生
活
様
式
を
受
け
継
ぎ
、
陸
に
上

宮

仏

四魅唾

筑紫舞の伝承に力を入れる鈴鹿千代乃さん

６
１
４
１
１

ダ
ナ
オ
島
が
ス
．
へ
イ
ン
領
に
な
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
か
ら
、
海
会
っ

た
い
に
日
本
へ
伝
わ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
そ
う
し
た

ひ

ロ
マ
ン
が
、
若
い
人
た
ち
を
も
惹
き
つ
け
る
の
だ
ろ
う
。
関
東
・

関
西
・
九
州
で
、
保
存
と
伝
承
に
力
を
入
れ
て
い
る
人
た
ち
が
確

実
に
増
え
て
い
る
、
と
い
う
。

さ
て
、
湊
川
神
社
へ
舞
台
を
戻
す
。

奉
納
さ
れ
た
の
は
、
西
山
村
伶
寿
・
西
山
村
宣
寿
の
お
二
人
を

み
な
と

舞
人
と
す
る
「
橘
」
。
西
山
村
津
奈
寿
の
「
美
奈
登
川
」
。
そ
し
て

光
寿
斉
宗
家
に
よ
る
「
泰
平
楽
」
の
三
曲
で
あ
る
。

い
し
上
う

「
橘
」
は
神
楽
舞
の
衣
裳
を
着
け
、
鈴
と
扇
を
持
っ
て
の
舞
だ

け
に
、
見
慣
れ
た
正
子
舞
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
「
美
奈
登
川
」
は

え
樟
し

か
ｂ
ぎ
ぬ

烏
帽
子
を
か
む
り
狩
衣
姿
で

そ

へ
春
立
ち
ぬ
れ
ば
わ
が
宿
に
、
ま
ず
咲
き
初
む
る
梅
の
花

君
が
辛
隷
の
挿
頭
ぞ
と
、
見
る
も
の
ど
け
き
色
な
れ
や
…

梅
の
花
を
挿
し
て
舞
う
、
そ
の
所
作
が
、
ア
シ
、
こ
れ
は
歌
舞

伎
の
、
こ
れ
は
文
楽
の
、
こ
の
跳
躍
は
…
と
、
つ
た
な
い
心
お
ぼ

え
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
。

琴
一
面
の
弾
き
が
た
り
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
テ
ン
ポ
が
、
今
は

な
つ
か
し
い
。
し
か
し
、
舞
踊
と
は
無
縁
の
私
は
、
ほ
め
言
葉
を

知
ら
ず
、
た
だ
、
見
入
っ
て
い
た
。

の
う
し

舞
い
納
め
は
、
む
ろ
ん
宗
家
だ
。
衣
裳
の
直
衣
は
松
み
ど
り
一

色
。
そ
こ
へ
正
倉
院
御
物
で
見
た
緑
地
狩
猟
紋
み
た
い
な
綿
絞
が

ば
か
玄

染
め
出
さ
れ
、
薄
紫
の
袴
と
共
に
、
立
ち
姿
だ
け
で
気
口
印
が
漂

う
。
舞
に
つ
い
て
は
、
会
誌
に
寄
せ
ら
れ
た
宮
崎
学
さ
ん
の
一
文
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▼激しい動きと同時にそれにあった呼吸。
動と静の動きが一体となる

霞

▲湊川神社で奉納された際の宗家・西山光寿斉さんの舞

、

「
古
代
の
舞
に
見
え
た
超
感
覚
意
識
」
を
借
用
す
る
。

八
こ
の
舞
（
筑
紫
舞
）
は
激
し
い
振
り
と
共
に
動
作
に
ピ
タ
リ

と
一
致
し
た
呼
吸
法
が
あ
り
、
呼
吸
を
あ
わ
せ
る
こ
と
で
ワ
ザ
が

成
り
立
ち
ま
す
。

こ
の
呼
吸
法
を
非
常
に
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
を
引
き

ま
す
。
そ
の
動
作
も
ま
た
奇
妙
で
す
。
気
功
や
古
式
の
武
術
の
動

き
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

天
の
気
と
地
の
気
の
真
ん
中
で
心
を
無
に
し
て
立
ち
、
天
地
と

一
体
と
な
っ
て
舞
う
姿
は
、
太
古
の
人
び
と
の
神
聖
な
い
と
な
み

か
と
見
ま
が
う
ば
か
り
で
す
。
Ｖ

付
け
加
え
る
何
も
な
い
。
た
だ
、
舞
人
そ
れ
ぞ
れ
が
神
殿
正
面

へ
進
み
出
る
時
、
舞
い
終
え
て
退
座
す
る
際
、
鈴
鹿
さ
ん
が
緩
急

の
テ
ン
ポ
を
変
え
な
が
ら
、
バ
シ
ッ
、
バ
シ
ッ
と
空
気
を
切
り
裂

く
よ
う
な
音
で
い
ざ
な
っ
た
。
あ
と
で
問
い
た
ら

し
や
く
び
よ
う
し

「
錨
拍
子
と
い
い
ま
し
て
ね
。
神
主
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
坊
を

縦
二
つ
に
割
っ
て
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
ん
で
す
」

な
る
ほ
ど
、
と
私
は
、
う
な
づ
い
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

し
ょ
く

そ
れ
に
し
て
も
『
続
日
本
紀
』
の
天
平
三
年
（
七
一
二
一
年
）
の

く
だ
り
に
見
え
る
「
つ
く
し
舞
」
が
、
今
、
目
の
前
に
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
自
体
、
信
じ
難
い
。
も
し
、
た
っ
た
一
人
の
伝
承

者
と
、
熱
心
な
研
究
者
が
出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
こ
う
し
た

形
で
伝
承
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

私
は
、
胴
ぶ
る
い
の
延
長
で
、
謙
虚
に
手
を
合
わ
せ
、
ま
だ
見

ぬ
神
に
感
謝
し
た
。
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